
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 -

平成２９年度予算額×防犯灯過去３か年平均増加率
×１．１（防犯灯電気料金値上がり対応率）

200,000円＋[校区数×20,000円]

局・課名

平成30年度要求額平成28年度決算額

： 美原区役所　自治推進課

事業費（千円）

事業区分 ： 重点

事業名 自治会活動推進事業（美原区）

　施策番号マスター
プラン

：
３つの挑戦

7-3

事業

概要

事業の充実を図る。 事業の充実を図る。

平成29年度予算額

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

23,858

要援護者加算：150円×要援護者実人数×自治会未加入率

期間

主な要求内容 （単位：千円）
29年度予算

95478

AED電極パッド等交換補助金

　各地域の自主的な自治会活動を助成することにより、自治
会活動のより一層の振興充実と、市民協働による安全で安
心な住みよいまちづくりの実現を図る。

○自治会活動推進補助金（協議会、校区）
市内の自治会活動の促進を図るため、区自治連合協議会、校区自
治連合会の活動に対し補助金を交付
○AED設置等補助
平成22年度に校区自治連合会へ支給したAEDの耐用年数が経過
することに伴い、設置経費に対し補助金を交付
○ＡＥＤ電極パッド等交換補助金
市民が安全で安心して暮らせるまちづくりを図るため、地域会館等
に設置されているＡＥＤの維持管理経費に対し補助金を交付
〇防犯灯電気料金支援金
公助の適正化（拡大）を図り、共助のまちづくりを推進するため、防
犯灯電気料金の全てを市費負担とし、自治会等が地域住民のため
に行う防犯対策を支援
〇自治会次世代担い手創生事業補助金
自治会活動が将来にわたって安定的に継続されるよう、次世代の
担い手となる人材を育成する活動に対し補助金を交付

　自治会の財政上の負担になっている防犯灯電気料金を市が全額
負担することにより、安心安全なまちづくりの推進とより一層の公助
の適切な支援を図る。
　また、自治会の加入率が低下傾向にあり、将来の自治会の担い
手の存在が危ぶまれている中、次世代の担い手に対し、自治会活
動への理解を高め、参加意識を促すことで、次世代の自治会の担
い手としての人材を育成する。

　H　～　H

その他

30年度要求額

自治会活動推進補助金（協議会） 234 234

320 320

7,102 7,082

60 15

防犯灯電気料金支援金

22,696

自治会次世代担い手創生事業補助金

15,272

債務負担行為

奨励加算：10円×活動項目数×加入世帯数

一律補助：280,000円×6団体

項目 内容・積算等

31,000円×6団体＋48,000円

自治会活動推進補助金（校区）

事故想定分15,000円

加入世帯補助：350円×加入世帯数

14,502 16,112

0060217整理番号

合計 22,696 23,858

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

事業の充実を図る。

地域安全推進事業


